
第 1章

国境を越える「家族」

――パキスタン人男性と日本人女性の国際結婚の事例から――

工藤 正子

はじめに

国境を越えた人の移動が活発化し、その形態も多様化するなかで、移動す

る人々が織りなす社会関係のかたちも変容しつつある。とりわけ、近代国家

形成の過程でその基盤として捉えられてきた「家族」という関係性が、国家

間の境界を越えた移動によって、いかなる変容を遂げているのかへの関心が

高まっている［落合 2007、Bryceson et al. 2002；Constable 2005；Wand et

al. 2009］。また、経済のグローバル化と越境する労働者との関係を考えるう

えでも、「家族」やそこに関わる再生産労働が重要な領域として着目されつ

つある(1)。グローバルな労働力の再配置がたえまなく進行する過程におい

て、移動する人々はどのように「家族」をつくり、次世代に何を継承しよう

としているのだろうか。

ここで家族を「」に入れるのは、そこで紡がれる関係性が「ともに暮ら

す」ことで日常とその記憶を共有し、国家を再生産していく基本的な単位に

なるという、家族に対する従来の想定や規範では捉えきれないものとなって

いるからである。国境を越えて人々が築いていく「家族」としての関係性に

は、どのような社会的・文化的規範、あるいは個の願望が反映され、そこか

ら、いかなる関係性が生み出されているのだろうか。また、次世代を育むこ

とをめぐってどのような理想が描かれ、その遂行のためにいかなる戦略がと

られているのだろうか。こうした問いを、それぞれの「家族」がおかれた個
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別の社会経済的なプロセスとの関わりのなかで検証していくことが求められ

ている。

本稿は、こうした視点から、1980 年代以降来日したパキスタン人男性と

結婚をし、イスラームに入信した日本人女性たちを対象に、彼女たちが自国

である日本および海外において、どのような越境をし、そこでいかなる経験

をしているのかを考察するものである。こうした家族の形成は、1980 年代

以降の来日外国人増加のなかで、パキスタンから来日した男性たちと日本人

女性の結婚を契機に増加した。その家族の形成プロセスの特徴については後

述するが、現在では、夫の滞日年数が 20 年を超え、子どもたちも 10 代には

いった家族が多い。こうした家族において、子の成長とともに、さまざまな

理由で母と子が国境を越える事例がみられるようになった。パキスタン人の

父親が日本を拠点として経済活動をつづけ、日本人の母親が子をともなって

自国を離れてパキスタンや第三国に移住する、という状況はどのような理由

で生じ、国境を越えて、いかなる関係が紡がれ、そうした母子のグローバル

な移動は、送り出しおよび移住先のローカルな社会での経験とどのように切

り結ばれているのだろうか。

このような問いのもとに、本稿は以下のような構成で議論を進める。ま

ず、上述の問いの背景として、第 1節では日本とパキスタンのあいだで、こ

うした家族が形成される初期のプロセスを明らかにする。第 2節では、日本

を出てパキスタンに移り住む母子に焦点を当て、その背景にある複合的な諸

要因を検討する。第 3節では、第三国に移住した事例をとりあげ、その移動

にどのような資源が動員され、なにが目指され、家族の構成員それぞれがそ

のプロセスをいかに経験しているかという視点から検討する。

以下の議論は筆者が 1998 年以降、主に関東圏でパキスタン人男性と結婚

した日本人女性 41 名およびその夫たちを対象に行ってきた聞き取り調査、

およびモスクを拠点とするフィールドワークの結果をもとにしている。
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1 パキスタン人男性と日本人女性との家族形成

本節では、家族の越境の背景として、日本人女性とパキスタン人男性との

結婚の増加の経緯をみたあとで、結婚後の日本人女性配偶者の生活世界の変

容について検討する。

(1）パキスタン人男性との結婚の増加

1980 年代の日本の好景気を主な背景として、就労目的で来日する外国人
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図１　在日パキスタン人（外国人登録者）における「日本人の配偶者等」と
　　　「永住者」の在留資格保有者数の推移



が増加した。同年代後期以降にはパキスタンやバングラデシュ、そしてイラ

ンといったイスラーム圏からの来日者数がふえ、そのなかでは 20 代から 30

代の働き盛りの単身男性が圧倒的多数を占めた［桜井 2003、Sakurai

2008］。これらの人々の多くが、当時の日本で労働力が不足していた製造・

建設業などに就労し、バブル期の日本経済を底辺で支えた。

パキスタン人男性の来日が 1980 年代後期に急増した背景のひとつには、

日本とパキスタンとの間の査証相互免除協定があったが、この協定は 1989

年に一時停止となり、これによって新規入国が難しくなるとともに、すでに

在日するパキスタン人のあいだにも超過滞在者がふえた。また、「単純労働」

は受け入れないという日本の入国管理の基本的な姿勢によって、その多く

は、「資格外就労」と位置づけられ、その周縁性は 1990 年に施行された｢出

入国管理及び難民認定法｣の改正によっていっそう強められることとなる

［工藤 2008：24-25］。

こうしたなかで、1980 年代末期にパキスタンから日本への移動がピーク

を迎えたあと、新規来日者数は減少したものの、1990 年代には日本人女性

との結婚数が増加した（図 1 参照)(2)。ブレンダ・ヨー［2007：161］が移

住家事労働者の女性たちについて述べるように、「非熟練」と分類される外

国人労働者への規制が厳しいアジア地域での傾向として、ホスト国の成員と

の結婚は、まずは居住権を得るためのほぼ唯一の機会であったといっても過

言ではない。在日するパキスタン人男性だけでなく、仕送りを受ける本国の

親族たちにとっても、日本人女性との結婚が滞在や就労を合法化したこと

は、生活の現実に大きな意味をもったといえるだろう(3)。

それでは、日本人女性たちにとって、パキスタン人男性との結婚は何を意

味したのだろうか。調査対象の女性たちのあいだでは、相手のなかに「やさ

しさ」「家族を大切にする」など、それまでに知る日本人の男性にはない新

たな男性性を見出した例が少なくなかったことが注目される［工藤 2008：

67-70](4)。そうしたケースにおいては、パキスタン人男性との結婚は、代

替的なジェンダーや家族の関係性を開拓するものとして捉えられていたとい

える。ある女性の「日本人男性との結婚なら、先がみえていた」という表現

に、そのことはもっともよく映し出されている。
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(2）夫方親族との紐帯形成

パキスタン人男性との結婚により、日本人女性たちの生活世界はどのよう

に変容したのだろうか。まず、結婚後の変化として、夫方親族との対面的な

関係が開始ないし再開することがある。それまでは「超過滞在者」であるた

めに一時帰国という選択肢がなかった夫たちも、配偶者としての在留資格を

得ることによって本国の親族との行き来ができるようになるからである。

もっとも、超過滞在の場合も来日後、パキスタンの家族との関係が断たれ

ていたわけではない。電話などの通信のほか、仕送りが男性たちとパキスタ

ンの家族を結びつけていた。パキスタンの合同家族への仕送りは単なる経済

的な援助というだけでなく、その行為をとおして合同家族や親族集団の関係

の網の目のなかで、よき息子、よき兄（弟）などとしての地位や男性性を確

立する象徴的手段でもあったといえるだろう［工藤 2008：43-50］。

日本人との結婚によって在留資格を獲得したあとには、パキスタンに帰国

するだけでなく、日本に親族を呼び寄せるケースもみられるようになる。と

くに、夫の兄・弟やオジ・甥など男性親族を呼び寄せ、合同家族や親族集

団(5)への仕送りを分担するケースもある。夫たちの職業として多い中古車

輸出業を起業した場合には、パキスタン以外の取引先の国との行き来も容易

となる。つまり、トランスナショナルなビジネス・ネットワークを展開する

うえでも、日本人女性との結婚による在留資格の獲得はパキスタン人男性に

とって大きな利点となったといえよう。

その後の 1990 年代後期から 2000 年代にかけては、夫たちのあいだで在留

資格を配偶者から永住者へと切り替える者が増加した（図 1）。2008 年末で

は、「永住者」としての資格の保有者は 2,725 人となり、その多くは日本人

女性と結婚したパキスタン人男性とみられる。この数は、同年では「日本人

の配偶者等」の在留資格の保有者数（1,017 人）の倍以上となっている（平

成 21 年版『在留外国人統計』より）。

こうした男性たちの状況の変化は、日本人女性と結婚することなく、単身

で出稼ぎをつづけるパキスタン人男性たちの移動の制約に目を向けてみれば

鮮やかな対照をなす。日本人女性と結婚して 20 年になる、ある男性（40

代）は友人について次のように述べた。
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(1980 年代後期に）日本にきたときから友だちのパキスタン人は独

身で、会社のなかの小さい部屋を貸りて、ずっとそこに住んで働い

ている。外にも出ない。（超過滞在で）つかまるんじゃないかって

怖がっているから。社長が厳しくて、ほかのパキスタン人はすぐや

めてしまう。もうあいつも 40 になって、パキスタンのお母さんも

年をとった。お母さんは「帰ってきて」っていっているけど、兄弟

は結婚して子どもにお金もいるし、それで帰ってくるな、っていっ

てる。だから、ずっと送金して、こっちに貯金もないし、向こうで

はみなお金つかってる。

ここにうかがえるように、単身で超過滞在のまま出稼ぎをつづけるパキス

タン人は、日本社会において、統計上でも、また、実際の生活上でも不可視

な位置にある(6)。これらの人々は資格外就労であるがゆえに、労働条件と

いう意味でも弱い立場にあるだけでなく、パキスタンの親族との関係も大き

く制約されたものとなっている。

これに対して、日本人と結婚したパキスタン人男性たちには、日本国内で

の在留資格が確保されるだけでなく、上述のようにパキスタンや他の国との

往還が可能となる。さらに、夫婦に子どもが生まれると、日本人の妻と子が

夫の国パキスタンの合同家族のもとに長期滞在して、ムスリムとしての男児

の割礼を行ったり、夫の母語や聖典クルアーンのアラビア語での読誦などを

学ぶケースもでてくる。このように、日本人女性との結婚により、単に滞日

が合法化されるだけでなく、トランスナショナルな親族ネットワークが形成

され、すべてのケースにおいてではないものの、子どもの社会化の単位とし

て夫の合同家族が大きな意味をもちはじめるのである。

(3）ムスリムとしての養育の課題

それでは、これら家族の日本国内の生活はどのように進行しているのだろ

うか。ここでは、学校や居住地域での子育てをとおした非ムスリムとの関係

についてみておきたい。別稿［工藤 2008、Kudo 2008a］で論じたとおり、

結婚をとおしてイスラームに改宗(7)した女性たちが子育ての過程でイス
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ラームについて意識的になる傾向がみられたが、その一方で、何をムスリム

としての子育てとして理想とするかには差異があり、関東郊外に広く拡散し

て居住する彼女たちが、それぞれの生活の場でイスラームをいかに実践する

かも多様である。たとえば、食生活でなにをハラームな（イスラームで禁じ

られている）食品と解釈するかについても、豚肉だけを避けるのか、あるい

は、豚肉以外でも、ハラールな（イスラームで許容されている）肉のみを使

うのかなどの判断をはじめとして、その解釈や実践は一様ではない。一方で

女性たちに大きく共通していたのは、子どもが保育園や小学校に入る段階に

なると、とくに衣食にかかわる宗教的実践について、夫の希望や子ども自身

の選択(8)が学校で可能となるよう、学校と家庭を仲介する役割を担うよう

になることである。

日本の公教育内部でムスリムとしての実践に対する公的で特殊な対応（規

定）はなく［杉本 2002：155］、児童の宗教的差異への対応は、個別の学校

や職員の判断に委ねられている［服部 2009：220］。このため、たまたま

「理解がある」栄養士や教員が担当のときには問題がないが、職員が交替す

ると問題が生じるケースもある。保育園と小学校で別の給食を食べるキョウ

ダイがいる場合なども、そのための費用や大きな手間がかかりがちである。

さらに、日本の教育現場では「日本人」としての均質性が想定されがちで

あり、同じ「日本人」であるがために、ムスリムであることへの周囲の理解

が得られにくいという課題がある［工藤 2008：181-184、Maruyama

2007：66］。また、ムスリムとしての実践に非ムスリムからの理解が得られ

る場合も、子ども本人の宗教的なアイデンティティからというよりも、「あ

のうちはお父さんが外国人だから」というように、父親の「外国人性」を媒

介として、子どもたちの宗教的差異が納得される傾向がみられた。つまり、

そのようなケースにおいて宗教的な差異は、「外国人」の家族としての異化

作業をへて、はじめて受け入れられており、それによって、「日本人」―

「外国人」の境界は維持、補強されている。

別稿［工藤 2009］で論じたように、「外国人ムスリム」の夫の宗教意識や

実践は一枚岩ではなく、移住の経験やライフサイクルの進行によっても動態

的に変化している。また、「日本人」と一括される人々のあいだでも、国境
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間の人の移動が加速化するなかで、さまざまな文化的・宗教的な背景をもつ

人々がふえ、結果として「外国人」と「日本人」の境界線はいっそう揺らぎ

つつある。その一方で、上述のように、「日本人」―「外国人」の二項対立

を自明とする自他認識が日本の主流社会で再生産されていることは、日本人

ムスリムである女性たちやその子どもたちの差異の実践を難しいものとして

いるといえるだろう。

2 トランスナショナルな家族の形成：夫と妻の国の往還

前節ではパキスタン人男性と日本人女性との日本における家族形成の初期

のプロセスをみた。冒頭で述べたように、子どもたちが学齢期を迎える時期

になると、夫が日本を拠点にビジネスをつづけ、日本人である妻と子がパキ

スタンの夫方親族のもとで同居したり、第三国で新たな世帯を設けるケース

がみられるようになった。こうしたケースでは、夏に妻子が日本に帰国した

り、夫がパキスタンや第三国の妻子をビジネスも兼ねてさまざまな機会に訪

ねるなどのトランスナショナルな往還がみられる。

41 人の調査対象者のうち、現在までに把握した範囲において、子をとも

なって海外に長期の目的で滞在した経験のある例は、①パキスタンについて

は 11 人、②第三国については 4人（上記①との重複 1人）いる。このほか、

③子どもだけがパキスタンの夫の合同家族のもとで生活した経験のあるケー

スが 5件（上記①との重複 1件）みられた。

こうした国境を越える家族形成の軌跡は、決して単線的なものではない。

海外移住の経験をもつ上記のケースのうち、のちに日本に戻ったケースが、

パキスタンに移動したケースでは 5件、第三国のケースでは 2件あり、後者

のうち 1件はパキスタンから第三国を経由して日本に戻っている。本節では

こうした多様かつ流動的な家族形成のうち、まず、妻子でパキスタンに移動

するケースに焦点をあて、その背景にある要因を検討しよう。
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(1）宗教的アイデンティティの再生産

こうした居住形態を選択する理由として挙げられることが多かったのが、

日本で子をムスリムとして育てることの難しさである。前節で述べたよう

に、学校でのイスラームの実践は学校の職員の裁量と各家庭の自助努力に委

ねられていることから、場合によっては、ムスリムとしての衣食の実践など

をめぐって難しい状況が生じる。

とくに夫に関しては、調査対象者の夫婦の子どもたちの多くが小学生か学

齢期前の年齢にあった 2001 年までの調査段階では、息子なら日本で教育し

てよいと考えるが、娘に関しては、日本社会の「性の乱れ」の悪影響にさら

されることを危惧などしてパキスタン行きを望むケースが多くみられた(9)。

パキスタンに息子と娘を連れて移住した、ある女性は次のように述べてい

る。

娘がいなかったらパキスタンでは住んでいないと思う。たとえば、

息子だけだったら、日本にいると思う。男の子は好きなことをすれ

ばいいけど、女の子は、結婚まで守って、守っていかなければいけ

ないから。

日本人の妻たちが必ずしも夫と同じ考えをもっているわけではないが(10)、

日本で娘を育てるとなれば、自分に大きな負担と責任がかかってくることを

考え、パキスタンにいくことのほうを選択したと述べた女性もいた。

しかし、娘をパキスタンで育てたいと夫が望む場合も、その願望が必ずし

も実現されるものではない。現在、調査対象者の子どもたちの多くは 10 代

に達しているが、日本で娘を育てているケースのほうが多数派である。この

ことは、娘の教育が、夫の希望のみならず、夫婦間の交渉や夫自身の考えの

変化、子ども自身の適性や希望、および、後述するさまざまな社会経済的要

因に規定されることを示唆している。いずれにしても、小学生の娘をもつ女

性が「毎年、新学期の頃になると娘をパキスタンに連れていくかどうかで夫

とのあいだで問題になる」と述べたケースは複数あり、娘の教育の場の選択

は多くの夫婦にとって重要な課題となってきたといえる。
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(2）言語の獲得

子どもをいかに育てたいかという願望には、しばしば、宗教だけでなく、

言語の獲得も関与している。パキスタンに移動する例では、日本との経済格

差を利用し、子どもをパキスタンの英語媒介（English medium）の「有名

校」に入れる例が多い。その背景には、パキスタンのとくに中間層において

英語能力が「学歴の高さ」と同義とされ、社会的地位の重要なシンボルとさ

れていることがある。パキスタンではなく、日本のインターナショナル・ス

クールが可能性として挙げられることもあるが、「欧米のモラル」への懸念

にくわえ、費用と都心への通学距離などが問題とされ、多くの夫婦にとって

日本では実現可能な選択肢とはされていない。

ただし、パキスタンでの学校を決める基準は、家庭の方針や子の性別に

よっても異なる。たとえば、欧米系の学校のモラルを問題視し、「息子なら

アメリカンスクールもいいけれど、娘は入れたくない」という女性もおり、

とくに娘の教育の場の選択には、英語教育や性的保護の問題など複数の競合

する理念が関与しているといえる(11)。

日本で暮らす調査対象者の主な家庭内言語は日本語であることが多いが、

父親の母語習得も場合によっては重要とされている。上記のように、英語が

子どもの将来の資本ととらえられているのに対し、父親の母語は、子どもが

父親やパキスタンの家族との紐帯を形成するために肝要とみなされており、

それが子どもをパキスタンの夫方親族のもとに送った大きな理由だったとい

う女性もいた。ある例では、パキスタンで暮らす子どもは、学校では英語と

パキスタンの公用語であるウルドゥー語を使い、家では父親の母語であるパ

ンジャービー語を話し、日本の母親からの定期的な電話では日本語で会話す

るという多言語的な日常を生きている。

(3）その他の諸要因

パキスタンに母子が移動する理由は、子どもたちの教育に関するものにと

どまらない。たとえば、母子の生活拠点をパキスタンに移し、父親が日本で

稼ぎ、仕送りをすることで、二国間の経済格差を最大限に利用するという経

済的意味があることを示唆する妻もいた。五十嵐泰正［2010a］は、パキス
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タン人男性の来日出稼ぎ行為を、合同家族が収入源を国内外に分散させて経

済的リスクを軽減しようとする「家族戦略」のプロセスの一部であることを

指摘している。国境を越えた家族の分散をこのような戦略という側面からみ

れば、前節で述べた、結婚後に男性親族を日本に呼び寄せるケースにくわえ

て、夫だけが日本に残って仕送りをし、妻子がパキスタンの合同家族で生活

することもまた、そうした戦略の新たな展開と位置づけることもできるだろ

う。

また、夫や子が「外国人」や「ハーフ」として、生活の様々な側面で経験

する差別やそれへの不安が、妻子が日本を出て新たな生活拠点を築く契機の

一つになっているケースも複数みられた。このように、パキスタンに妻子が

移動する背景には、ムスリムとしての再生産だけでない、社会経済的な諸要

因が複合的に関与しているといえる。

以上述べてきたように、調査対象者のあいだでは子育てが国境を越えて夫

方の合同親族も包括するより広い範囲で行われるケースがみられた。日本国

内で子育てをしている場合にも、子をパキスタンの合同家族で養育すること

が将来の選択肢の一つとみられているケースもある。落合恵美子ほか

［2007：292］が中国、台湾、シンガポールなどの中国系社会について指摘し

たように、親が「多様な育児エージェントのなかに埋め込まれて」いるとい

う状況をここにもみることができる。

さて、このようにトランスナショナルな空間で家族形成がすすむプロセス

において、夫婦はそれぞれ自己の役割や位置をどのように捉えているのだろ

うか。父親については、限られたデータではあるものの、自らの役割として

「仕送り」や稼ぐことを強調する傾向がみられた。たとえば、ビジネスのた

めに日本の家を 1年の 3分の 2は空けているという男性は自分の役割を次の

ように述べている。「家族を守ることが大切。それは、経済的に困らないよ

うにすること。（中略）いままでつくってきたものを守っていくことは大変

なことだけど、それを家族のためにするのは大切」。ほかの夫たちも、夫や

父の役割として「稼ぐ」ことを強調した例は少なくない(12)。

これに対して、母親の子への関わり方はより多様といえそうである。日本
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人の母親がパキスタンに移動して子どもを養育する場合は、そこでの日々の

子育てが母子のつながりをつくっているのに対して、子どもだけが父親の合

同家族に移動する場合には、母親の役割は再解釈され、定期的な電話での会

話や日本に帰国時の関係形成などをとおして、国境を越えた母子のつながり

が代替的なかたちで維持・強化されている。五十嵐［2010a：218］がパキス

タン人のグローバルな家族の分散について指摘しているように、そうした新

たな母親役割を遂行し、トランスナショナルな母子関係を支えるために、通

信技術の拡大などのテクノロジーの発達や価格競争が大きく役立っているこ

とはいうまでもない。

3 複数国を往還する家族：第三国移住の事例から

前節では、主にパキスタンと日本に分散し、互いを往還する家族のケース

についてみた。本節では、夫の出身国でなく、第三国に拠点をつくり、複数

の国を往還する家族のかたちについて検討する。先述のように、第三国への

移動の経験をもつ女性は、調査対象者 41 名のうち 4 名と少数派であるが、

実現にいたっていない場合でも将来の第三国への移動の可能性を示唆し、実

際に夫と候補の国を訪ねてみたという女性たちは複数いた。

パキスタンで日本人の母と子が生活するには、夫の合同家族での生活、と

りわけジェンダー規範による女性の移動の制約をはじめとする、さまざまな

困難があるのに対して、第三国への移動はすでに述べたような、子どもの宗

教教育や言語習得を達成するための代替策ともいうことができる［工藤

2008：229-231］。また、夫の親が亡くなり、パキスタンとのつながりが希薄

になったことが第三国への移動の理由であったとする調査対象者もいる。

移動先としては、ニュージーランドや U.A.E.（アラブ首長国連邦）など

の例があり、夫の海外のビジネス拠点であるケースが多い(13)。筆者の知る

例では、子どもたちは、英語圏に移動した場合もイスラーム学校に通ってお

り、これら夫婦にとって日本で難しいと感じられているイスラーム教育が、

第三国でも優先事項の一つとなっていることがわかる。
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第三国には日本から直接移住するケースや、パキスタンに滞在したあとに

移動するケースもみられた。夫の出身地ではなく、第三国に生活拠点を移す

ことには、移住者としてのどのような戦略があり、また、こうした家族を立

場の異なる成員の視点からみたとき、それぞれのトランスナショナルな空間

における位置どりとはどのようなものだろうか。以下では、第三国に移動し

た日本人女性Aさんの事例をもとにそのことについて考察したい(14)。

(1）Aさんの事例

Aさんは日本でパキスタン人男性と出会って結婚したあと、1990 年代に

第三国（以下、B国とする）に移住し、子どもたちと暮らしている。Aさん

一家は、夫が日本と B 国を拠点に展開する中古車ビジネスから主な収入を

えている。夫は、最初の聞き取り時点では日本と B 国をいったりきたりし

ていた。現在では日本でのビジネスは在日する自分のイトコにまかせている

が、それでも夫だけが日本に 1 年に数回は戻り、ビジネスをみているとい

う。

夫が来日したのは、日本がパキスタンと査証相互免除協定を結んでいた

1980 年代中期である。夫はパキスタンで日本の高校レベルにあたる教育を

終え、日本にいたパキスタン人の友だちを頼って来日した。将来海外で勉強

するために「ちょっと働いてお金を貯めようかなあ」くらいの気持ちで日本

で長期滞在する予定はなかったという。その後、工場で働いていたときに、

関東圏で働いていた妻Aさんと出会って結婚した。

Aさんの夫は日本から B 国への移住の動機について「大きな理由は、子

どもたちの教育のため」であることを強調し、「子どもたちにはみな大学に

いっていい仕事をもってほしい」と述べた。妻である Aさんは次のように

も述べている。「うちの夫は、仕事で苦労してきたので、子どもたちには、

体を使う仕事ではなく、頭をつかって少しの時間でお金を多く稼げる仕事に

ついてほしいと思っている｣(15)。

また、A さんの夫は「日本にいたら日本語しかできない。海外では通用

しない」といい、子どもたちの将来の資本としての英語習得の重要性もあげ

ている。さらに、妻の A さんによれば、「子どもたちが、ふつうの（教科
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の）勉強もちゃんとできるというのが、いまの（イスラーム）学校を選んだ

理由」であり、イスラームの教育と学歴のバランスをとることが重要であっ

たことも示唆している。

このように Aさん夫妻にとって、B 国は、将来子どもたちがグローバル

な労働市場にでたときに通用する学歴をつけさせることと、次世代にムスリ

ムとしてのアイデンティティを継承するという、二つの希望を可能とする場

であった。しかし、この国に親族もいない Aさん一家が移住するのは容易

なことではなかったようである。それを可能にしたきっかけとはどのような

ものだったのだろうか。

その契機は、夫がこの国をタブリーギー・ジャマーアトで訪れることに

なったことだという。「タブリーギー・ジャマーアト（Tablighi Jamaat）」

は、1926 年に北インドで開始されたイスラーム運動で、南アジアを中心に

国際的ネットワークをもつ。桜井［2003］によれば、この運動で「タブリー

グ（布教）」の主体となるのは在野の一般信徒であり、布教の対象となるの

は、イスラームの基本を忘れたムスリムや、イスラームへの理解が不十分な

ムスリムである。南アジアだけでなく、東南アジアにもかなりの支持者がお

り、近年では、ムスリム移民の多い欧米にも広まっている［桜井 2003：

124-128］。

A さんの夫はタブリーギー・ジャマーアトとの関わりをつぎのように述

べた。

1990 年代のはじめころ、日本でタブリーグに参加するようになっ

た。パキスタンでも両親がいつも［イスラームについて］やること

をみて、イスラームはだいたいわかっていたけど。日本にタブリー

ギー・ジャマーアトの活動にきた人に会って、それからジャマーア

ト(16)に参加するようになった。魂のため。忙しい日本で、イス

ラームの大切さがわかった。

Aさんの夫は、「日本からここにタブリーギー・ジャマーアトでくること

になったが、わたしはビザがおりたから、じゃあ行って、ということになっ
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て」、家族をともなって渡航したのだという。桜井［2003：127］も、日本の

タブリーギー・ジャマーアトでは、経済的、時間的に余裕があり、かつ、日

本で合法的な在留資格をもち、日本への再入国が可能な人が海外に布教にで

かけることを指摘しており、Aさんの夫のケースでも、日本国内で合法的

な滞在者であったことがB国への入国を可能にしたと推察できる。

B国に着いたあと、住まいや子どもたちの学校探しでも、この宗教的ネッ

トワークが彼らの大きな支えになったという。妻である A さんは、タブ

リーギー・ジャマーアトの女性たちとの関わりを次のように述べている。

この国に家族できたとき、最初は別の街に 1、2 週間いて、タブ

リーグ（「タブリーギー・ジャマーアト」のこと）の人たちのとこ

ろに泊めてもらった。（ムスリム移民の集住する）ここに落ち着く

までは、タブリーグの女の人たちに助けてもらって、その人たちか

らこの街のタブリーグの女の人に「この人たちをお願い」と紹介し

てもらった。それからこの街の（ムスリムの）ファミリーが助けて

くれた。インドのグジャラート系の人。英語でなんとか会話してき

た。住む場所や、病院の手続きなどいろいろなことで世話になっ

た。いまはもう家族のような存在。

このように、宗教ネットワークによる生活面での支援があったことは幸い

したにしても、Aさん一家が B 国で安定した滞在資格をえるまでには、さ

まざまな困難や不安があった。筆者が最初に Aさんに会ったとき、B 国で

の生活は 7 年目であり、この時点では子どもたちが学生ビザをとり、Aさ

んが保護者用のビザをもっていたが、夫は短期の観光ビザであったため、出

入国を繰り返していた。2 年後にAさん一家に会ったときも夫は、「ここに

1ヶ月いて、日本に 1ヶ月というパターン。ビジネスでほかの国によってく

ることもあるし、日本から帰ってくるときにパキスタンのお母さんのところ

に寄ってくることもある」という状況であった。

この聞き取りの時点でAさんは、前回日本に帰国して B国に戻ったとき

の再入国審査が非常に厳しかったために、不安になり、日本への一時帰国も
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控えていると話していた。翌年、つまり、滞在 10 年目には、Aさんや子ど

もたちは永住権をとることができ、夫も保護者用のビザを取得した。夫は、

「将来、子どもたちに B国とパキスタンのパスポートにくわえて、日本の永

住権をとらせるのが希望。日本は重国籍を認めていないから、こういうふう

にすると、自由に 3つの国をいったりきたりできる」と述べている。

Aさんの夫は、日本で買った中古車を B 国で売ってビジネスしている。

夫は、「だいたいパキスタン系コミュニティのなかでビジネスをしている。

たまにネットで白人の人が車を買いたいっていうのがあるときには、売る時

もあるけど、白人相手というのはふつうない」と述べた。また、「この不況

でビジネスはあまりよくない。それにここの人たちは、必要なければわたし

とはビジネスしないだろう。わたしが売る車がほしいというだけ」と話し、

B国でのビジネスが主としてパキスタン系コミュニティ内に限られており、

不況だけでなく、人種やエスニシティによる制約があることを示唆してい

る。

妻であるAさんはこの移住をどのように経験しているのだろうか。Aさ

んは車を運転して買い物や送り迎えにはでかけるが、前述の宗教的なつなが

りを介したムスリム女性たちとの関係や、隣人、そして、パキスタン人など

の外国人ムスリムと結婚した日本人女性をふくむ人々との関わり以外に、家

外の世界での関係がそれほど語られることはなかった。このことから、A

さんと主流社会との関わりはかなり限定されたものであることが推測される

ものの、子どもたちの話を通じて差別があることも感じている。たとえば、

Aさんはつぎのように述べている。

子どもたちと外を歩いているとき、”J A P A N E S E”とゆっくりと

言われたことがあり、ああ、こういう体験を子どもたちはいつもし

ているんだなあと思った。子どもたちが差別されたと私に話すとき

は、私はそれを客観的に聞けるけれど、実際それを言われるとき、

どんなにつらいだろうと思った。

第三国に移住した経験をもつ、ほかの女性たちも、移住先での差別の経験
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に言及している。母子の移動の背景に日本国内での差別が関与しているケー

スがあることは先に述べたが、日本を出たあとにも移住状況における新たな

差別に直面するといえるだろう。

こうした生活のなかで、Aさんは現在の自分の生活について、「家には居

場所があると感じる。忙しいけど、みんな（子どもたちが）頼りにしてくれ

るし」と述べた。とくに移住の初期には、夫が不在がちであるなかで、外国

語や慣れない諸制度と格闘しつつ、子どもたちを育ててきた Aさんである

が、この言葉からは、そうした困難を伴う養育行為が B 国における自己の

居場所の確立や母子関係の構築に大きな意味をもっていることが示唆され

る。

ここでもう一つ指摘したいのは、母子で国境を越えた場合、子が母親に依

存するだけでなく、状況によってはその関係が変容することもある点であ

る。これについては、パキスタンに移住して子どもたちを夫の合同家族で育

ててきたCさんの例が示唆的である。Cさんは次のように述べた。

長男と長女は、このごろ難しい年頃。長男はわたしが家の話し合い

に口を出すと、「向こうへいってろ」というようなことをいうので、

わたしとけんかになる。女が口を出す、というより、日本人はあっ

ちにいってろ、ということ。二人とも、わたしに学校にも、あまり

来ないでという。ウルドゥー語が上手ではないので、恥ずかしいら

しい。

この C さんの言葉は、母親が日本を出ることで「外国人」となり、移住

先の国で有効な言語的・文化的な資源をもたない場合、そのことが親の権威

に作用する可能性を示唆している。パキスタンの夫の合同家族で暮らす日本

人女性が、ジェンダーや宗教、国籍が交差する複雑な力関係のなかにあるこ

とは別稿［工藤 2008、Kudo 2008a］で指摘したが、このように、女性の位

置どりが子どもとの関係にも影響を及ぼすことが考えられる。

それでは、子どもたちからみて、この移住はなにを意味したのだろうか。

ここでは日本で小学校に入学する前に B国にきたというAさんの娘Dさん
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（10 代）の視点からみてみよう。Dさんは次のようにいう。

ここ（ムスリムの集住する街）はブルカ(17)をきていても誰も見な

いし、食べ物もハラールな［イスラームで許容されている］ものが

あるからいい。日本はむずかしい。（中略）日本の幼稚園にはいい

思い出がない。たとえば、（給食でハラームな［イスラームで禁じ

られている］ものが食べられないため）一人だけお弁当をもって

いっていたんだけど、先生たちが集まっているところで、わたしの

ことを「あのこ、イスラームをやっているんだよね」とちょっとい

やな感じでいっていたのを聞いてしまった。

D さんの日本での被差別経験はこれにとどまらない。もっとも、こうし

た差別経験を Dさんが母親に話したのは、移住して 2 年くらいたってから

であるという。母親であるAさんはこのときのことについて、「はじめて娘

から聞いたときはつらくて、二人でその晩はずっと泣いていた。あのまま日

本にいたら、どうなっていたかと思う」と述べている。

D さんは、「日本は生まれたところだから好き。でも、いじわるもされ

た。それから、日本にいくと、いつも見られているという気がする」と述べ

ている。しかし、Dさんはつづけて次のようにいう。「こっちでも差別はあ

る。mixed(18)の子はどこでも差別されるから」。

現在、D さんは学校の成績もよく、学校の友人たちとの関係も安定して

いるようである。「みんな大きくなると、accept してくれて、そういうばか

な（差別的な）ことも言わなくなった」のだという。

D さんのこれらの言葉からは、国境を越える子どもたちが、移住先にお

いて新たな居場所を切り拓きつつあるとともに、日本でも、移住先の国でも

他者としての多重の周縁性を抱える可能性が示唆できる。

(2）第三国への移住における資源の動員

以上、第三国への移住の経験とその意味づけについて、Aさん一家の事

例をもとに、夫と妻、子どものそれぞれの視点からみた。そこに示されたよ
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うに、こうした国境を越えた家族が形成されるためには、移住者としてのさ

まざまな資源−グローバルな宗教的ネットワークや、パキスタン人の海外

ディアスポラ、国境を越えた親族の紐帯など−が動員されている。

まず、夫のもつ資源からみてみよう。移住時に英語の高い運用能力や移住

先の社会制度の知識をもちあわせているわけではなかった A さん夫婦に

とって、夫が日本でえたグローバルな宗教的ネットワークとの接点は、精神

的な支えのみならず、家族が見知らぬ第三国での生活を切り拓いていくうえ

で必須であった。

また、日本と B 国で効率よくビジネスをするうえで、日本に住む夫のイ

トコの存在は大きい。さらに、移動先の B 国で夫はビジネスではウル

ドゥー語のほか、母語も使用している。このように、夫のもつエスニックな

資源や国境を越えた親族の紐帯は、トランスナショナルにビジネスを展開す

るうえで欠かせないものとなっている。

つぎに、日本人との結婚によって日本に永住権があることは、Aさんの

夫がB国に再移動し、在留許可を得るうえでも重要であったと推察される。

この意味で、妻である Aさんがもつ日本国籍という資源は夫の日本での滞

在や就労のみならず、第三国への移動にも欠かせなかったといえよう。

別稿［Kudo 2008b］で論じたように、パキスタンからの移住先として一

般的に英語圏は理想的とされつつも、現実にはそれらの国々の入国管理は厳

格化しており、高度なスキルや、親族ネットワークのなかで紹介された婚約

相手がいるなどの社会関係資本を有する人に限定されている。実際に、複数

の日本人女性配偶者は、自分たちの夫も家族に欧米圏の国との有力なつなが

りがあれば、日本にくることはなかっただろうと述べている。

これに対して、日本への渡航は、査証相互免除協定が一時停止とされた

1989 年以前であれば、入国にビザが必要なかったため、渡航のための一定

の資力をもつ中間層の人々にとって、そう難しいものではなかった(19)。そ

もそも Aさんの夫が日本に来日したときも、その契機は、日本にいた友人

を頼って「ちょっと日本にいってみようかな」というものであったとい

う(20)。こうしてみると、Aさん一家の例は、夫が結婚により滞日資格を安

定化させたあとに、その日本を飛び石にして、子どもに英語教育ができる第
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三国に拠点を確保した例とみることができよう。

(3）トランスナショナルな家族の可能性と制約

ここで注意したいのは、こうした Aさん一家の第三国への移動が周到に

準備されたものというよりも、タブリーギー・ジャマーアトでの訪問という

偶然の機会を捉えた結果、可能となっていることである。その後の在留資格

の更新は容易でなかったものの、当初の家族での渡航そのものについては、

比較的容易に遂行されたといってよいだろう。パキスタンと日本とのあいだ

を往還する家族のあいだでは、二国間の国境の行き来はいっそう自由度が高

いようにみうけられる。「ちょっといってくる」という言葉は、子どもと夫

の国に移動した、あるいはする予定の日本人女性たちから何度か聞かれたも

のである。

生活拠点を完全にパキスタンに移すのではなく、子どもや自らが日本と双

方を「いったり、きたり」して往還するという語り方も、日本人女性たちに

みられるものであった。たとえば、ある女性は、「日本とパキスタンのどち

らで育てたらよいか」と他の女性から相談された際に、「どちらにも短所と

長所があるし、どちらが向いているかは子の個人差もあるのだから、それを

一回ではみきわめられないし、年齢でも変わる。悩んでいるなら何度かいっ

たりきたりするのもいいのでは」と述べている。このように、ある国に完全

に生活拠点を移すというのではなく、複数の生活の拠点をもって必要に応じ

て往還する、というライフスタイルや移動の感覚は、いうまでもなく、国際

結婚により両国に安定した滞在資格や親族ネットワークという資源をもつが

ゆえに可能になっている。

しかし、そうしたトランスナショナルなライフスタイルは、これらの家族

が国家間の境界を自由に移動できる無限の可能性を示しているわけではな

い。本稿がみてきたように、こうした（再）移住は、トランスナショナルな

資源をめぐる移住者としての強みや戦略だけでなく、日本国内の公教育の現

場で子どもの宗教的な身体形成が制度的に保障されていないことや差別など

を要因としても生み出されている。また、移住先において、必ずしも安定し

た「居場所」が確立されるわけではなく、家族はそれぞれの立場において、
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ビジネスや学校、街のなかというさまざまな生活の局面や空間において周縁

性を抱えている(21)。家計の状況という経済的な条件や、第三国の場合、在

留資格によっても、国境を越えた往還は制約されうる。

さらに、国境を越えた移動の反復が、逆に移住者としての周縁性をも再生

産しかねないことが当事者に懸念されていることを指摘しておきたい。日本

で工場に勤務しているパキスタン人男性は、知り合いのパキスタン人と日本

人の夫婦の子どもについて次のように語った。

17 歳の男の人で、お母さんは日本人でお父さんがパキスタン人。

パキスタンで学校いかせてたんだけど、お母さんは日本で、むこう

はおじいさんとおばあさんで、たぶんふらふらして、あまり勉強し

なかったと思う。それで向こうの言葉も日本語もできなくて日本に

帰ってきた。そんなじゃあ、（日本では）ぼくたち（外国人）と同

じじゃない？。

落合ほか［2007：307-308］は、「再生産のグローバル化」を指摘する議論

のなかで、アジア諸地域の一定の階層以上の人々のあいだにみられる「教育

のグローバル化」にも着目している。そこでは、教育のために子どもを海外

に送り出す親たちが、それによって子どもを自国のエリートにするというよ

りも、グローバルな労働市場で通用する能力を獲得させ、そこに向けて生産

していることが指摘される一方で、そうした知的資源の獲得に失敗した場合

に、子どもたちが単純労働者として海外に移民せざるをえない可能性も示唆

されている。

再生産をめぐる、こうしたグローバルな競合において、トランスナショナ

ルな移動のなかで育っていく子どもたちは、どのように位置づけられていく

のだろうか。前述のパキスタン人男性は、在日 20 年をこえているが、日本

語の読み書き能力に限界があるがために、厳しい労働環境のなかで勤勉に働

いても職場の階梯をのぼることができないという壁を経験してきた。彼もふ

くめ、パキスタンから日本に就労目的で来日した人々の多くは、渡航費用が

工面できる中間層であったが、そうした人々が移住者としての資源を動員し
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て子どもを教育するなかで、階層上昇を遂げるケースがでる可能性は小さく

ないであろう。しかし、国境を越える移動を繰り返して育った子どもたち

が、逆にグローバルな労働市場の周縁に位置づけられ、父親が日本で「外国

人労働者」として経験した周縁性が日本国内で継承されていく可能性もない

わけではない。このことへの懸念が、前述の男性の言葉には示されていると

いえる。

おわりに

以上、日本に移動したパキスタン人男性と日本人女性との結婚による家族

について、まず、日本での初期の家族形成プロセスをみたあとで、日本とパ

キスタンのあいだで創り出されるトランスナショナルな家族形成の背景要因

を検討した。つぎに、第三国に移住した家族の例を中心に、異なる成員の立

場から、その経験について考察した。そこからは、つぎの 3 点が指摘でき

る。

第一に、こうしたトランスナショナルな家族の事例からは、移住者たちが

家族を形成していく過程が、従来想定されてきたような本国への帰還や移住

先への定住というパターンには収まらないことを示している。そこでは国境

を越えて家族が分散し、往還するという還流移動が創出されており、「定着」

し、ともに暮らすのではなく、移動し、国境を越えて互いを訪ね合うことを

常態とするような「家族」のかたちが浮かびあがってくる。こうした国境を

越えた家族の分散と往還では、たとえば、定期的な電話での会話や仕送り、

ケアや教育という行為の遂行が「家族」の紐帯形成に重要な意味を帯び、日

常を共有するというつながり方や規範を超えた新たな家族の絆が模索され、

形成されている。

第二に、国境を越える家族には、資源の継承と創出という点で新たなダイ

ナミクスがみられる。国際結婚によって異なる言語や宗教的資源をもつ者同

士が結びつき、さらに国境を越えた再移動が生じる過程において、それらの

資源が文脈に応じて正の意味を帯び、動員され、それによって、次世代に新
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たな資源を付与し、階層上昇を目指すという戦略がみられる。こうしたトラ

ンスナショナルな家族の移動は、一見したところ、移住者としての資源を最

大限に動員した自由かつ柔軟なものにみえる。しかし、そうした移動や再移

動には、送り出しや移動先のローカルな場でのマイノリティとしての周縁性

が不可分に関わっている。こうした家族の分散と移動は、移住者が、関与す

る複数の国家にさまざまに制約されつつ、自らがもつ資源を動員してその周

縁性を克服し、トランスナショナルな空間に居場所を切り拓こうとする営み

として位置づけることができるだろう。

第三に、そうした家族形成のプロセスにおいて、家族は協働するが、国境

を越えることによる親の文化資本の喪失や、夫の在留資格の獲得などによっ

て、家族内の権力関係が動態的に再編される可能性もある。そのことは、本

稿第 3節で議論した親子の関係性のみならず、夫婦の力関係についてもいえ

る。なぜならば、結婚初期には、夫の在留資格の取得や起業という生活の重

要な諸側面で妻のもつ資源――日本国籍や日本語の読み書き能力、日本国内

での社会関係資本など――が動員される場面が多くみられたのに対して、現

在では、夫たちの殆どは永住権を得ており、経済面においても、妻たちは子

育てを機にフルタイムの職を離れて長く、夫が主な稼ぎ手であるケースが多

い(22)。このように、夫の在留資格や経済力の均衡などの複合的な要因が、

夫婦の力関係に影響しつつあることが限られたデータからではあるが推測さ

れるのである。

夫婦の力関係は、今後、ライフサイクルの進行とともに夫婦の課題が、妻

の親の介護や、おそらくは子どもたちの縁談(23)などへとシフトするなかで、

その意思決定にも作用する可能性がある。これらトランスナショナルな家族

の意思決定のプロセスについて、こうした家内領域の力関係の動態をも視野

に入れ、国家やグローバルな社会経済的な状況との相互作用をみていくこと

が重要となるだろう。

以上、本稿でみてきたように、就労目的で来日したパキスタン人男性たち

だけでなく、彼らと結婚した日本人女性たちやその子どもたちもトランスナ

ショナルな空間での生を、それぞれの立場で築きはじめている。日本を一つ

の拠点としつつ、トランスナショナルな生を生きる女性や子どもたちに、国
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家はどのように対峙し、それらの人々が生活で課題や困難を抱えた場合に、

福祉や教育という制度の中でいかに支援していけるのだろうか。グローバル

化における国家と家族の新たな関係がここに問われているといえるだろう。

注

( 1 ）たとえば、五十嵐泰正［2010b］は、企業のグローバル戦略と越境労働との複雑化す

る関係を議論するなかで、越境労働の領域の一つに再生産労働を挙げ、先進国内に

おける外国人による有償のケア労働と、国際結婚により家族内で行われる無償のケ

ア労働とのあいだの連続性を指摘している。落合恵美子ほか［2007：307］もまた、

「再生産のグローバル化」の概念のもとに、結婚のための移動と（ケア）労働のため

の移動を同じ視野におさめて論じる必要性を指摘している。

( 2 ）パキスタン人の外国人登録者のうち、「日本人の配偶者等」の在留資格保有者の圧倒

的多数は、日本人女性と結婚したパキスタン人男性で構成されると推測される［工

藤 2008：52-53］。外国人ムスリムと日本人の結婚数については、国別の傾向とその

変化を明らかにした研究に、Hiroshi Kojima［2006］がある。

( 3 ）ただし、夫方の親族集団から結婚相手としての日本人女性に向けられる両義的なま

なざしについては、工藤［2008：73-78］を参照されたい。

( 4 ）他の組み合わせの越境結婚においても、新たなジェンダー関係をめぐる理想が反映

されており、そこには国家間の経済格差や先進国のジェンダー関係の変容など社会

経済的な文脈が絡み合っている。たとえば、フィリピン人女性と結婚した日本人男

性の新たな男性性への願望やその再構築のプロセスを議論した興味深い論考として

Nobue Suzuki［2005］がある。

( 5 ）合同家族（ガル）や、それを最小単位とする親族集団（ビラーダリー）では、理念

的に父系が重視される。たとえば、合同家族の女性は婚出するが、男兄弟は結婚し

ても妻子とともに親の家に同居することが理想とされる。ただし、親族集団内の内

婚が理想とされるため、「父系」と「母系」は必ずしも明確に境界づけられない。詳

しくは工藤［2008：31-39］を参照されたい。

( 6 ）こうした単身の資格外就労の男性たちの日本社会でおかれた位置と本国帰還後のト

ランスナショナルな移動の軌跡を、パキスタン人のディアスポラという観点から動

態的に論じたものに、五十嵐［2010a］がある。

( 7 ）パキスタンのイスラーム婚姻法では、ニカー（婚姻契約）と、その「ニカー・ナー

マ（婚姻契約書）」の提出が婚姻要件とされており、この婚姻契約の際に、ムスリム

男性は同じムスリムまたは「啓典の民」の女性との結婚でなければならないという

規定を満たす必要がある。「啓典の民」とは、啓示に基づく聖典（啓典）をもつ人々

44



［小杉 2010：［付録］5］で、概ね、ユダヤ教徒とキリスト教徒を指す。調査対象者

41 名については、結婚前にキリスト教徒であった 2 例も含め、全員が婚姻契約の儀

式に先立ってイスラームへの入信式を行っている。

( 8 ）子どもの性格などによっても、食に関する宗教的規範を守るためにどのような方法

を選択するかは異なる。たとえば、ハラームな食品が給食にでる場合、その食品に

は手をつけず、食べられるものだけ食べるという方法をとるか、代替となる弁当を

家から持参するなどの方法がある。

( 9 ）イスラーム社会での娘のセクシュアリティの管理が、究極的には結婚時の娘の「純

潔性」の確保にあり、それが親族集団の名誉にかかわる問題とされていることはす

でに指摘されているとおりである［大塚 2000：111］。

(10）日本人の妻たちが夫たちの「イスラーム」を反省的に捉え、必ずしもそれに一致し

ない「本来のイスラーム」なるものを構築していこうとするプロセスについては、

工藤［2008］およびKudo［2008a］を参照されたい。

(11）パキスタンの英語媒介の学校に通っている子どもについて、将来は欧米の大学に留

学させる希望を語る親もいる。実現すれば、次世代が日本とパキスタンを経由して

欧米圏に移動するケースもでてくることが予想される。

(12）ただし、パキスタン人男性にとっては扶養の対象が、妻子という核家族の範囲を超

えた合同家族の広い範囲に及ぶことも少なくない。そのことによる夫婦間の「家族」

観の齟齬について、ある日本人女性配偶者は、「パキスタン人の男性は『大黒柱』に

はなれない。彼らには、妻子のほかにめんどうをみるべき家族がたくさんいるから」

述べている。

(13）U.A.E.（アラブ首長国連邦）への移住については Shuko Takeshita［2008］に詳し

い。

(14）Aさんとその家族からは、2000 年代後期の数年間にわたって 3回の聞き取りを行っ

た。なお、本稿では聞き取りデータは、匿名性確保のため、支障がないと判断した

限りにおいて一部変更している。

(15）ただし、Aさんは、「夫は、女の子には家から通える大学にいってほしいと思ってい

る。やはり外では誘惑が多いので」と述べており、夫は、息子と娘では教育につい

て異なる考えをもっているようである。

(16）ここでは、布教のための部隊を指す［『新イスラーム辞典』，613 頁］。

(17）または、「ブルクウ」。ムスリム女性のヴェールを意味する。Dさんの場合は、外に

出るときには日常的に頭にはスカーフを着用し、足下までを隠す長いコートを着用

していた。

(18）D さんからの聞き取りは日本語で行ったが、英語の単語が差し挟まれた部分につい

ては、訳語を示すことなく、そのままで記述した。

(19）しかし、査証相互免除協定が一時停止とされてからは、来日者はブローカーにビザ
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取得を依頼するための高額の費用を確保できる層に限定され始めたことが推察され

る。また、1990 年代初頭に来日した男性によれば、以前は、「ちょっといってみよ

う」と簡単に来日できたが、入国前のビザ申請が必要になってからは、そのための

情報収集のスキルを持つ「スマートな」人々が多くなったという。

(20）日本で工場労働をしたパキスタン人男性を、本国帰還後やその後の海外移動のプロ

セスにおいて追跡調査した五十嵐［2010a：205-206］は、彼らのグローバルな移動

の戦略という視野から、移住先としての北米と日本を対照的に位置づけ、興味深い

議論を展開している。

(21）パキスタンの夫方親族のもとで子育てをする日本人女性が直面する諸課題について

は工藤［2008：222-226］を参照されたい。

(22）ここには、家内の関係のみならず、子育てが一段落してからの女性の再就職が低賃

金の非正規雇用に限定される傾向にあり、そのために経済的自立が難しいという、

日本国内の労働市場におけるジェンダー不均衡も関わっている。

(23）第二次世界大戦後以降、パキスタン系移民コミュニティが形成されてきたイギリス

では、婚姻をめぐる文化規範が、イギリスの国境管理の厳格化や送り出し社会との

関係維持などの諸要因と複雑に作用して、トランスナショナルな結婚パターンが生

じている［Charsley 2005；Shaw 2001］。もっとも、パキスタン人移民同士の夫婦

の子どもと、日本人女性との越境結婚の子どもでは、その縁談をめぐるポリティク

スも異なることが予想される。今後の在日ムスリムのあいだで、どのような婚姻パ

ターンが形成され、そこにいかなる要因が関与していくかについて注視していく必

要があるだろう。
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